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学科長対談

　７月１３日（水）、宮﨑德子奨学金および長江拓子奨学金授与式を行いました。
　宮﨑德子先生は開学以来学科長、学長補佐な
ど数多くの役職を歴任されるなど、本学の発展
にご尽力いただいており、長江拓子先生は本学
で教鞭をとられた後、顧問としてお力添えをい
ただきました。両先生から頂戴した寄付金を基
に創設されたこれらの奨学金は、本学の学生が
より一層学習意欲を高め、看護専門職業人とな
る人材の育成に資することを目的としています。
　学業成績、本学および社会への貢献などから
審査し、看護学科４年生４名、３年生３名、２
年生１名の計８名の学生が奨学生として選出さ
れました。
　授与式では、柴田学長から賞状と奨学金が授与
され、宮﨑先生から激励のお言葉を頂戴しました。
奨学生の方々の、さらなる活躍を期待します。

令和４年度 
宮﨑德子奨学金・長江拓子奨学金授与式

令和５年３月１１日（土）１０時
＊都ホテル四日市において挙行する予定です＊

令和４年度  学位記授与式

学校法人暁学園創立75周年
　暁学園は令和３年６月20日に創立75周年を迎えました。幾多の苦難を乗り越え、
今日、学園があるのは、６万人を超える卒業生、ご家族の皆様、関係者、四日市市、三
重県、地域の皆様のご支援の賜物に他なりません。学園教職員一同、深甚なる感謝を
申し上げます。
　学園の歴史は、終戦の翌年に宗村佐信初代理事長が開設した県下初の私立女子高
等教育機関「暁女子専門学校」から始まります。初代理事長の下、学園網領「人間たれ」
を掲げ、わずか４年間で幼稚園から短期大学までが揃う総合学園の地歩を固めまし
た。宗村南男第三代理事長の時代には、中高一貫校の発足、高校の共学制復活、四日
市大学と四日市看護医療大学の開学など、さらなる発展を遂げました。
　学園教職員一同は、100周年を見据えながら、学園創立者の願いに立脚し、学園の
総力を結集して普遍的使命を果たし続けていく決意を新たにしております。今後と
も末永くご支援を賜りますようお願い申し上げます。

司会　本日はよろしくお願いいたします。
　　　まずはお互い自己紹介をお願いできますでしょうか。
二村　はい。看護学科学科長の二村良子と申します。
　　　専門は母性看護学、助産学です。
高崎　臨床検査学科学科長、高崎昭彦と申します。臨床生化

学を専門にしております。
司会　それでは両学科それぞれの特徴をお聞かせください。
二村　看護学科は、看護師、保健師、助産師を目指す学生が、

4学年全体で400名程度在席しています。出身地別に申
し上げると三重県内の方が70パーセントぐらい。愛知
県が20パーセント、その他が10パーセント程度となっ
ています。
学修面については、さまざまな学外実習が特徴的だと
思っております。第一に市立四日市病院など大規模な総
合病院で実習を行っている点です。また、産業看護にも
力を入れていますので、企業での実習についても十分な
体制が整っています。昨今注目されている在宅医療の分
野においても、包括ケアシステムの整った市内各施設で
実習を行っています。
学内では研究セミナーや研究演習、各領域の演習にお
いて小グループでの学びをできるだけ多く取り入れるよ
うにしており、学生間での話し合いを軸に互いに刺激し
合って知識や技術の習得を深めていることが一つの特
徴だと思っております。学生にはこのような臨地実習・
研究演習を通して、主体的に学ぶ力を身につけ、専門職
である看護職の基礎を形成しながら学びを深めてもら
いたいです。

また、学生の相談窓口のひとつとしてアドバイザー制度
を設けており、一人ひとりに対してきめ細やかなサポー
トをするように心がけています。
さらに本学は、四日市市と協力し育成会奨学金（各学年
30名）を設けています。学費の負担を少なくすることで
勉学に専念できるとてもいいシステムだと考えております。

高崎　しっかりとサポートされているのですね。
私たち臨床検査学科は3年前に新設されました。臨床
検査技師を養成する学校は他にも多くありますが、本学
は東海地方では初めての文部科学省指定校としてス
タートしました。特徴として、まずカリキュラムが臨床検
査技師資格取得に向けて特化した科目を設定している
こと、また、教員・教育の質の部分でも一定のハードル
をクリアしなければ指定校として認められることはあり
ません。指定校としてのメリットとして、どの学生も2カ所
の施設で臨地実習を受けることができ、視野を広げるこ
とに繋がっています。
さらに、様々な資格取得や知識の修得を目指し、幅広い
分野を学べるようなカリキュラムとしています。
また、これも東海地方の大学として初めて「細胞検査士」
資格を在学中に取得することができるコースを設けまし
た。その他にも、「健康食品管理士」や「バイオ技術認定
試験」などさまざまな資格取得を積極的に支援していま
す。
そして、2学科であることの特性を活かして看護学科の
先生にもご協力いただき、看護や介助技術を学べるよう
にしています。これは私自身、医療現場で従事していた

看護学科 学科長　二村　良子（右）

臨床検査学科 学科長　高崎　昭彦（左）

宗村佐信初代理事長
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時に最も苦労した部分で、その経験から本学科の卒業
生が将来働く際に、臨床検査技師としての知識だけでな
く患者様の気持ちに寄り添える医療従事者になって欲
しいとの思いから始めたことです。

司会　次に国家試験対策、就職状況について伺います。
二村　看護学科では看護師以外にも保健師、助産師のダブル

ライセンス取得を目指すことができます。その準備段階
として、1年生の前期から看護学生スタートアップテスト
などを行いながら国家試験対策を始めています。そして、
2年次以降、模擬試験や特別講座を定期的に開講して
おります。また、キャリア支援委員会という国試・就職対
策に特化した委員会があり、そこから上がってくるレ
ポートを学科全体で情報共有し、対応しています。例え
ば、1カ月ごとに学修プランを策定するなど習熟状況に
応じた個別対応を行うことで、きめ細やかな学生指導が
できていると思っています。
昨年度の就職結果についてお話しすると、就職希望者
は就職率100パーセントで、概ね志望した就職先へ合
格をしています。学生自身の努力が一番の大きな要因で
すが、面談を通じて働きたい就職先について学生と考え、
志望理由書や面接試験の指導に力を入れている結果で
もあるのではないでしょうか。
令和3年度卒業生の就職先は、市立四日市病院が最も
多く、その他三重県立総合医療センター、三重大学医
学部附属病院、みたき総合病院などにも就職しており、
三重県内に3分の2程度が就職する結果となっており
ます。現在、令和4年度卒業予定者についても、ほぼ全
員の就職先が決定しています。（令和4年12月6日現在）

司会　臨床検査学科は、今年で開設3年目ということでまだ
4年生はいませんが、どのような取り組みをされていま
すでしょうか。

高崎　臨床検査技師の国家試験の全国平均の合格率は7割
程度となっており、かなり力を入れてやらないと全員を
合格させることは難しいと思っています。もちろん、全員
合格を目標として、様々な取り組みを行っています。
まず、１年生には入門編としてクイズ形式などを取り入
れ、とにかく国家試験問題に触れてもらうよう工夫して
います。そこから学年が上がるにつれて徐々に専門性を
高め、難易度を上げていく中で国家試験にしっかりと向
き合えるよう指導しています。また、本学のカリキュラム
では、講義科目に関しては臨地実習へ行く前にある程度
終了しています。これは、国家試験対策を専門的に集中
して行うためです。4年生については塾あるいは家庭教
師のようなイメージで、全教員が各学生の指導にあたれ
るよう現在準備中です。
就職については、病院の臨床検査技師の募集は毎年行
われるわけでなく、欠員補充が一般的です。そのため、
就職活動のスタートも一定ではありません。学生には臨

地実習先について、ある程度、就職を視野に入れた施設
を希望するよう指導しています。実習だけでなくインター
ンも兼ね、自己PRにもなるわけです。

二村　良い取り組みですね。
高崎　ありがとうございます。

また、就職先は、病院だけではありません。今、PCR検
査で大活躍の検査センター、それから、健診センター、
研究施設、保健所等多岐にわたります。就職先の視野を
広げるのも私たち教員の役割だと認識し、日々学生に接
しています。就職対策として履歴書の書き方や模擬面接
も行っています。これは看護学科と同様の取り組みにな
るかなと思っています。
少し違うところは、先ほど申し上げたように就職活動時
期が一定ではないため、早い時期から行っているところ
でしょうか。4年生になったらすぐに就職試験という場
合もありますので。

司会　ありがとうございました。では、お互いの学科の印象を
お聞かせください。

二村　看護学科に比べると、やはり学生の定員数が少ないから
か教員と学生の距離感は近いように感じています。また、
私が講義でグループワークを行った際に、さっとグルー
プができて、それぞれがその役割をスムーズに決めるこ
とができていました。これは、学生同士もお互い普段か
ら良い距離感で過ごせているからではないでしょうか。
こちらから指示を出さなくても、自分たちで議論し、それ
を形にする工程がとてもスムーズですごいなぁと思って
いました。とても楽しそうに、あうんの呼吸でやってるの
かなと感じます。
先生方が学生の名前をほとんど全員覚えてらっしゃるこ
とにも感心しています。私たちは、１学年の学生数が
100名を超えていることもあってなかなか覚えられな
かったりするのですが、臨床検査学科の先生方を拝見し
ていると、廊下ですれ違った
ときにも声を掛けたりされて
るので、そういう学生と教員
との関係が親しいからこそ、
何でもお互いに刺激し合っ
てできるのかなという印象を
持っています。私たちにして
みたら、うらやましいなとい
う感じがしますね。
先ほど、高崎先生から就職
や国家試験のお話を伺った
時に、良好な関係性を築け
ているからこそ、目標に向
かって一体感を持って挑戦
できるのではないかと思いま
した。そのような環境は、学

生にとって非常に心強いと思います。もちろん、私たちも
同様の気持ちで学生に接しています。

高崎　たくさんお褒めいただき、うれしいです。
私から見た看護学科の学生の印象は、一言で言えば真
面目だな、と。講義もしっかりと聞いてくれて、みんな熱
心にノートをとってくれています。ポイントの部分などは
特に真剣に、全体的に集中してくれていると感じる一方、
メリハリがしっかりしているなという印象です。

二村　みんな真面目ですよね。
高崎　はい。あと、先生方も同様に真面目だなと思います。委

員会活動で一緒に会議をしたり、プロジェクトを進めた
りする際に、すごく一生懸命やっていただけて。とてもあ
りがたいことです。
役割分担ももちろん重要だと思いますが、誰かに押し付
けたり人任せにせずに、まさしく「One Team」で取り組
もうとする姿勢は、新学科の教員として後から来た我々
がスムーズに本学に馴染むことができた大きな要因だっ
たと思います。まだまだ分からない事も多いのですが、
本当に親切にしていただいていつも助かっています。

二村　いえいえ、こちらこそ助かっています。
司会　それでは最後に、今後の四日市看護医療大学について

お聞かせ下さい。
高崎　コロナ禍の影響で、勉学以外のサークルやイベント活動

がちょっと元気がないですよね。僕はずっと野球をやっ
てきたので野球サークルがあったら楽しいだろうなと
思っています。あと、大学祭も開催したい。

二村　大学祭もコロナ禍前は、けっこう盛大に開催していたの
ですけれどね。

高崎　もう一度、盛り上げたいですよね。
あと、趣味でギターを弾いてますので、バンドも作りたい
なと思ってます。とにかく大学を今以上に元気で明るく
したいんです。

二村　わあ、素晴らしい。
高崎　両学科の学生が一緒になっ

て活動できる機会をどんどん
作っていきたいです。

二村　いいですね、元気な大学。勉
強の部分でやることが多く、
みんなちょっと疲れてしまっ
ていると思うので学生同士の
つながりは大事だと思います。
大学祭の開催も賛成です。
ただ、コロナ禍でこれまでの
ノウハウが継承できなくなっ
てしまったので、もう一度ゼ
ロからイベントを立ち上げる
には相当パワーがいるでしょ
うね。

高崎　確かにそうですね。イベントのノウハウという点について
は、今年、トナリエ四日市で健康フェアを開催しました
ので大学祭でも活かせるのではと思っています。具体的
には、健康推進イベントとして、一般の方に向けて健康
測定を実施したり、臨床検査技師についてのPRを行い
ました。もちろん、企画、運営は学生主体です。

二村　それは頼もしい。次年度に向けていろいろと働きかけて
いきましょう。

高崎　授業のことに目を向けると、現在も共通科目は多いので
すが、もっと増やしていければと思っています。先ほども
申し上げたようにいろんな視点からいろんな知識を持っ
た医療従事者になってほしいので。

二村　そうですね。看護師でもある程度検査値を読むことがで
きると、より患者さん目線で仕事をすることができると思
います。

高崎　私もそう思います。あと、同じ授業を受けていくことで学
生同士の学科を横断した横のつながりもできます。そう
いった関係性って卒業後に仕事をしていく中で、お互い
が困った時に助け合うこともできると思うんです。

二村　それ、大事ですね。
もう一つ私が感じているのは、コロナ禍を経験したか
らこそ得られた様々な教育方法をもっと活用すべきだ
と思っています。今回確立できた学修方法と従来のも
のを組み合わせ新しいスタイルを構築、実践していけ
れば。例えば、看護なら看護の実践能力を高めるために、
リモートやモデル人形を使った演習、または実習をうま
く組み合わせていけたらいいなと。そうして看護を実
践できる力をしっかりと身に付ける。その上で自己で考
え、看護を実践していくことのできる自律性、オートノ
ミーという力をこの大学では身に付けていってほしいと
考えています。
そのためにも先ほど高崎学科長が仰ったように、両学
科でお互いに刺激し合いながら成長をしていけたらと
願っています。

高崎　ここ数年で従来では考えられなかったスタイルが生まれ
ました。リモート講義・実習などがそれの代表例ですが、
それにプラスして更にDX化を進めていければと思って
います。そして、二村学科長が言われる自律する力をしっ
かりと育んでいくことももちろん重要です。それは技術の
進歩に臆せず、しっかりと自分自身をアップデートしなが
ら成長を続けられる人だと思うんです。医療現場では
次々と新しいテクノロジーが投入されていますので、そ
のような人材を輩出することが本学の使命であると考え
ています。

二村　本当にそう思います。本学での学びを通じて医療の現場
へ大きく羽ばたいて行って欲しいです。

司会　二村先生、高崎先生本日はありがとうございました。
二村・高崎　ありがとうございました。
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時に最も苦労した部分で、その経験から本学科の卒業
生が将来働く際に、臨床検査技師としての知識だけでな
く患者様の気持ちに寄り添える医療従事者になって欲
しいとの思いから始めたことです。

司会　次に国家試験対策、就職状況について伺います。
二村　看護学科では看護師以外にも保健師、助産師のダブル

ライセンス取得を目指すことができます。その準備段階
として、1年生の前期から看護学生スタートアップテスト
などを行いながら国家試験対策を始めています。そして、
2年次以降、模擬試験や特別講座を定期的に開講して
おります。また、キャリア支援委員会という国試・就職対
策に特化した委員会があり、そこから上がってくるレ
ポートを学科全体で情報共有し、対応しています。例え
ば、1カ月ごとに学修プランを策定するなど習熟状況に
応じた個別対応を行うことで、きめ細やかな学生指導が
できていると思っています。
昨年度の就職結果についてお話しすると、就職希望者
は就職率100パーセントで、概ね志望した就職先へ合
格をしています。学生自身の努力が一番の大きな要因で
すが、面談を通じて働きたい就職先について学生と考え、
志望理由書や面接試験の指導に力を入れている結果で
もあるのではないでしょうか。
令和3年度卒業生の就職先は、市立四日市病院が最も
多く、その他三重県立総合医療センター、三重大学医
学部附属病院、みたき総合病院などにも就職しており、
三重県内に3分の2程度が就職する結果となっており
ます。現在、令和4年度卒業予定者についても、ほぼ全
員の就職先が決定しています。（令和4年12月6日現在）

司会　臨床検査学科は、今年で開設3年目ということでまだ
4年生はいませんが、どのような取り組みをされていま
すでしょうか。

高崎　臨床検査技師の国家試験の全国平均の合格率は7割
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きると、より患者さん目線で仕事をすることができると思
います。

高崎　私もそう思います。あと、同じ授業を受けていくことで学
生同士の学科を横断した横のつながりもできます。そう
いった関係性って卒業後に仕事をしていく中で、お互い
が困った時に助け合うこともできると思うんです。

二村　それ、大事ですね。
もう一つ私が感じているのは、コロナ禍を経験したか
らこそ得られた様々な教育方法をもっと活用すべきだ
と思っています。今回確立できた学修方法と従来のも
のを組み合わせ新しいスタイルを構築、実践していけ
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二村・高崎　ありがとうございました。
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● ６月11日（土）　令和４年度 教育後援会役員会・総会

　令和４年６月に着任いたしました。どうぞよろしく
お願いいたします。
　さて、現在３年生は看護学実習の真っ最中。コロナ
対策で臨床実習を行うことができなった学生たちも、
今回は病棟に出向き看護を学んでいます。実習目標を
立て、具体的な内容を考え、そして指導スタッフや患
者さんにご挨拶。とても緊張しますが、目を輝かせ非
常に集中して取り組んでいますので、是非ご紹介させ
ていただきます。
　私が担当している母性看護学実習は、出産し子育て
をする女性の看護を主に学ぶところです。外来では妊
婦健診に来られた妊婦さん、病棟では出産される産婦
さん、そして産後の褥婦さんと赤ちゃんの看護を学んでいます。生まれたばかりの赤ちゃんは
かわいらしく、周囲の大人はそれだけで幸せになりますが、学生たちはさらに、母親がわが子
に向ける際のやわらかい表情もよく捉え、母と子が織りなすやり取りの重要性も学び取ってい
ます。
　学生が自分の母親について「実習中、気を遣って声を掛けてくれる」と嬉しそうに話してい
ました。母親の存在の大きさをあらためて感じる実習にもなっているようです。ご家族の皆さま、
どうぞ応援をよろしくお願いします。

講師 髙塚  麻由

教員からの
メッセージ

●プロフィール／自己紹介
2013 年四日市看護医療
大学大学院修士課程修了
臨床、教員の経験を経て、
本年より本学に着任。
生まれは新潟、育ちは横浜。
趣味は、カフェでおいしい
コーヒーを飲みながら本
を読むことや自然を味わ
うドライブです。
どちらも日常から少しだけ
離れ、新しいことを発見し
たりでき、よい気分転換と
なっています。

　役員様におかれましては、職務を引き受けていただき、また役員会にご臨席賜り厚く御礼申し上げます。本会は
役員様のご尽力により運営させていただいております。
　さて、昨年に続き今年度も感染症の影響により、大学での総会開催は控え役員会のみ集合形式で実施し、総会に
おいては書面決議を行うことで承認されました。
　大学側の顧問及び事務局としましても、コロナ禍での役員会ということもあって限られた時間ではありましたが、
加藤会長をはじめ役員様に
直接ご挨拶ができたこと、
貴重なご意見を伺えたこと
が大変有難く、感謝の想い
しかありません。また、書
面決議を余儀なくされた総
会でしたが過半数以上の
方々にご返信いただき、関
心を寄せていただけること
に感謝致しますとともに、
この場をお借りして御礼を
申し上げます。
　引き続き教育後援会の運
営に何卒、ご理解の程よろ
しくお願い申し上げます。
　　　教育後援会　事務局

● 10月１日（土）　令和４年度 父母等懇談会
　10 月１日 ( 土 ) 教育後援会主催の父母等
懇談会を開催いたしました。
　午前臨床検査学科、午後看護学科と学科
別に行い、両学科合わせて１００名の父母
等の皆様に参加いただきました。この場を
借りて教職員一同、深く御礼申し上げます。
　当日の全体説明会では、学長、教育後援
会会長の挨拶、学科長による教育の取り組
みについて説明をさせていただきました。
　その後、アドバイザー担当教員等との個
別面談を実施いたしました。１組１５分程
度の面談ではありましたが、多くの父母等
の皆様から学生生活の状況を知る良い機会
になったと感想をいただきました。
　また、全体説明会の質疑応答やアンケー

トでは、臨地実習、国試対策、就職、学生行事等多くのご意見を頂戴いたしました。お預かりしたご意見を学生支
援に活かせるよう、教職員一同精進してまいります。今後とも暖かなご支援とご協力を賜りますよう、よろしくお
願い申し上げます。

　４月４日（月）に学友会主催で新入生歓迎会を行いました。
　看護学科と臨床検査学科が別教室で行い、学友会ではな
い先輩も参加してくれました。
　クラブ・サークル紹介や、アイスブレイクやビンゴ大会
など、同級生や先輩方と話しながら楽しんでいる姿が見られ、
最初は緊張している様子でしたが、最後には明
るい雰囲気となりました。
　短い時間ではありましたが、先輩方
や４年間一緒に過ごす同級生と
打ち解けることのできる機会と
なったことを願うばかりです。

　４月２日（土）に令和４年度の入学式を挙行いたしました。
　今年度も、学科・研究科別での式典実施、ソーシャルディスタンスの確保やマスク着用の徹底などポストコロナ
社会でのニューノーマルを実践しながらの入学式となりました。また、喜岡理事長からの祝辞、柴田学長からの式
辞を聞く新入生のまなざしは希望に満ちており、新生活への期待に胸を膨らませている様子が見受けられました。
　式典の最後には臨床検査学科・看護学科・看護学研究科それぞれの代表者により宣誓が行われ、医療従事者を
志す事への決意が述べられました。
　最後になりますが、新入生の皆様のご入学を教職員一同心より歓迎いたします。

□□□  新入生歓迎会学 友 会

令和４年度 入学式
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　実習（学内実習、臨地実習）とは、講義等で学修した
知識や技術を、実習室や臨地実習先病院で、実際に体験し、
さらにより実践的な知識や技術を得る時間であると考え
ています。またこの実習には、コミニュケーション能力
を養い、言葉づかい、服装などの基本的なマナーを身に
つけることも含まれています。
　本学科の実習は、１年生前期の解剖組織学実習から開
始されます。多くの学生はその時初めて白衣に腕を通し、
身が引き締まる思いで実習に臨んだことでしょう。３年
時の臨地実習宣誓式では、命の尊さを託したろうそくの
灯を胸に、臨床検査技師の道を歩み続ける決意を新たに
したことと思います。その時の気持ちを忘れずにいてほ
しいと願います。実習で学ぶこと全てがこれからの糧と
なり、臨床検査技師になるための自信へと繋がっていく
ことでしょう。
　本年の客観的臨床能力試験（OSCE）では、１、２年時の実
習では想像がつかないほどに知識、技術が向上している
３年生を見ることができ、その成長した姿に感動しました。
これからも教員全員、全力で実習指導を行っていきます。

臨床検査
学科

実習で
学んでほしいこと、
忘れないでほしいこと

臨床検査学科実習委員会委員長・教授　千原　猛

臨床実習
体験記 臨床検査学科三年　加藤　遥
　約３か月の臨地実習を終えて、臨地実習での大き
な目的である臨床検査技師という職業を実際に体験
することができました。しかし、それ以上に病院で
の実習は、現時点での自身の知識やその他の能力を
試し、何が足りていないかを確認できる貴重な期間
でもありました。私たちの最も近い目標のひとつは
国家試験の合格でありそのために必要なことは何か
を考えることができました。知識面だけではなく、
患者さんへの実際の接遇、病院のスタッフの方々と
コミュニケーションをとりながら、貴重なお話を聞
かせていただいき、様々な状態の患者さんに対して、
一人一人に自分がどのような声掛け、対応ができる
のかなど、学内実習では得られない経験ができました。

　令和４年８月１８日（木）に令和４年度公開講座を実施しました。
　今回は母性看護学領域教員による「より良い眠りのために～よ
り良い眠りのための体のメンテナンス～」をタイトルに講演、演
習（体操・ストレッチ）の二部制に分けて行われました。 
　参加者からは、「呼吸法とストレッチが大変参考になった。」「眠
りの大切さがわかった。不眠が肥満の原因になるとのことなので
気を付けたいと思います。」とのご感想を頂戴しました。今後も、
地域に開かれた大学として地域貢献活動を継続してまいります。

令和４年度　社会貢献活動

公開講座

高齢者向け
　　生涯学習プログラム

より良い眠りのために
　　　　～より良い眠りのための体のメンテナンス～

担　当　小児看護学領域教員
内　容　車いす講座 /実体験
会　場　四日市看護医療大学
日　時　令和４年12月13日㈫13：30～15：00

車いす介助・乗車体験　― いざというときのために ―
押してみて、乗ってみて身体で覚えるやさしい乗り心地

　小児看護学実習では市内の急性期病院小児病棟とNICU/
GCUで見学実習を行っています。コロナ禍で、実際にケア
を行うことはできませんが、入院中の子どもを受け持たせ
ていただきカルテや見学した情報をもとにアセスメントし、
自分たちの行う看護を計画しています。そして、人形を操
作したり教員や指導者さんが子どもやお母さんに扮したり
して、実際に近い状態の看護ケアをロールプレイし、臨床
の看護師さんに指導してもらいます。シナリオはないので、
学生の介入に思わぬ反応を子どもやお母さんが示すことも
あり、臨床ならではの緊張感に満ちた体験ができると感じ
ています。
　この日は新生児期から幼児期までの発達段階に合わせ、
実際の医療機器をお借りし、学生はぬいぐるみやシールを
使ったり、手作りの温かみのある媒体を準備して取り組み
ました。そしてその媒体を看護師さんを通して子どもやご
家族にお渡しした時の嬉しそうな様子に触れ、看護の喜び
を体感しました。

　私は、医療従事者の仕事内容や患者さんの過ご
す環境、患者さんとのコミュニケーションの仕方
などに注目して病院見学を行いました。今まで病
院に行っても自分が患者だったため、気づくこと
ができなかった患者さんのための工夫に気づくこ
とができ、学びの多い実りのある時間を過ごすこ
とができました。病棟見学では、実際に授業で学
んだ原理・原則に基づき、患者さん一人ひとりに
合わせて使用するものを変えるような工夫がみら
れました。今までは教科書で学んだ内容や演習で
の体験が看護のイメージでした。しかし、実際の
現場を見学すると、今まで学んだ知識を現場でど
う生かすのか、それが看護では大切になってくる
のだと感じました。そのため、基礎看護実習Ⅰで
の学びを生かして、これからさらに看護の知識を
身に着け、生かせるようにしたいと思います。 

看護学科講師　増田　由美

看護学科 臨地実習について 基礎看護学実習Ⅰを終えて
　　　　　看護学科一年　高見　彩月

看護実習
体験記
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●災害対策について
災害対策チーム長　多次　淳一郎

　本学では今年度より今後発生する可能性のある災害に対し万全の準備を行うため、危機管理委員会直属の災
害対策チームを設置いたしました。
　最初の仕事として、コロナ禍により過去数年中止されていた防災訓練を実施いたしました。
　午前・午後の２部に分けて行われた訓練では、「発災１５分以内に一時避難場所（グラウンド）に避難し、
安否を確認する」ことを目標とした計画を立案し入念に準備を進めました。
　結果として避難自体は２部とも１５分以内に完了したこと、Web での確認に
回答した不在者を含め 91.1% の在籍者の安否を確認することができたことにつ
いては一定の評価を与えても良いのではないかと考えております。
　一方で、避難の際限られた出口に人が集中するなど想定外の事態も発生し、
今後の課題についても確認することができました。
　今回の訓練で得られた知見を活かし、不測の事態が発生しても在籍者の命を
守ることができる体制づくりにこれから取り組んでいく所存です。

●感染対策について
感染対策チーム長　山口　央輝

　新型コロナウイルス感染症（COVID-19）対策を始め
てから３年になろうとしている。発生当初、COVID-19 
については感染経路すら明らかとなっておらず、対策も
何をすればよいのか手探りだった時期から、感染対策
を行なってきた。それらの感染対策は全て基本的なも
のではあるものの、多岐にわたる。以下、主なものを列
記する。
　基本的な感染対策 【不織布マスク着用、手洗い（手
指消毒）、ゼロ密を目指す、換気、ソーシャルディス
タンスの確保、黙食、体温体調チェック】を推奨し
ながら、緊急事態・緊急措置宣言下や濃厚接触等に
より登学できない場合の遠隔講義対応を行うと同時
に、環境整備として、クラスター発生場所として可
能性の高い場所における感染対策の施行、手洗い場
でのペーパータオルの設置、出入口の非接触検温器
の設置、各教室へ手指消毒液を設置した。また、近
接する席間や演壇上でのアクリル板設置、ソーシャ
ルディスタンス確保を目的とする座席配置、更衣室

での人数制限等も行なってきた。さらに、感染対策
の啓発として、感染対策ポスター貼付、COVID-19 
の現状についての講義を新入生に行なってきた。
　感染者（疑）への対応としては、当初より相談窓口を
設置し、学生の相談に応じている。直接 COVID-19
に関する事だけではなく、大きく変化した学びの環境変
化によるこころの不安等にも対応できる学生相談室もあ
り、身体的・精神的にも学生へのフォローを行なっている。
　学内での PCR 検査・抗原検査を整備し、濃厚接
触者（疑）や実習前の学生への検査を行なっており、
安心して演習、臨地実習を行なえる環境を確立・維
持している。
　今現在まで学内でのクラスターは発生していない。
このようにクラスターをおこす事なく学生へ学びの
場を提供できているのも、上記のような感染対策の
主旨を理解し、実践してきた学生および教職員の皆
さまのおかげである。あらためて皆さまには感謝の
意を表したい。
　これから先もよめない感染状況に対して、臨機応
変に感染対策を続けていく。今後ともご協力をお願
いしたい。

　８月５日（金）、学友会主催の親睦運動会を行いました。
　８月ということで、企画の段階から熱中症への対策も考
慮しながら、何度もプログラムを考え直し、念願の開催と
なりました。
　当日は、アイスブレイクと障害物競争を体育館で、ビン
ゴ大会は教室で行いました。
最初はチーム同士もぎこちない感じでしたが、ビンゴ大会
が始まる頃には全員楽しそうな表情が見られました。
　まだまだ制限もありますが、学生にとって思い出となる
ようなイベントが開催できたことを嬉しく思います。

学友会親睦運動会

看護学科四年　三田　尚果

　８月６日（土）に、四日市で開催されたSUMMER NIGHT 
RUN の３時間リレーマラソンに出場しました。私自身マラソ
ンイベントに参加するのは初めてであったため、楽しみと不安
とがありましたが、ランサークルのメンバーや先生方と楽しく
襷を繋ぎ、３時間走りきることが出来ました。
　大学最後の夏に学年を超えて交流できたと共に、楽しいメ
ンバーとリレーマラソンに挑戦できていい思い出になりました。

臨床検査学科二年　鈴木　里喜

　僕たち顕微鏡愛好会は今年度新設されたサークルで、主に
臨床検査学科の学生が所属しています。活動はＢ１実習室を
使用して、メンバーのやりたいことを募集し、組織の染色、細
菌の培養や同定、テスト期間には勉強会などを行っています。
　活動回数はまだ少な
いですが、病理学や微生
物学に関して、実習では
できないことや、設備の
操作の練習、気になった
ことを積極的に解消す
るという場として、楽し
く活動していきます。

クラブ紹介 ランサークル 顕微鏡愛好会

●ハラスメント対策について
ハラスメント対策委員　小菅　優子

　本学では、ハラスメント防止・対策に努めるために、本学ホームページやパンフレットへの掲載による啓発
活動や研修等を行っています。
　全教職員を対象とした研修会は、ハラスメント防止の理解を深める内容に焦点を当て実施しています。また、
相談窓口担当者を対象とした研修会は、実例に基づいたロールプレイを取り入れ、傾聴力の向上を図っています。
　今年度の委員会では、相談員の対応の仕方などを取り入れた「相談員マニュアル」の改訂に取り組んできま
した。今後も、ハラスメントのない，ハラスメントに対策が取れる環境を学生・大学院生・教職員に提供でき
るよう努めていきます。
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害対策チームを設置いたしました。
　最初の仕事として、コロナ禍により過去数年中止されていた防災訓練を実施いたしました。
　午前・午後の２部に分けて行われた訓練では、「発災１５分以内に一時避難場所（グラウンド）に避難し、
安否を確認する」ことを目標とした計画を立案し入念に準備を進めました。
　結果として避難自体は２部とも１５分以内に完了したこと、Web での確認に
回答した不在者を含め 91.1% の在籍者の安否を確認することができたことにつ
いては一定の評価を与えても良いのではないかと考えております。
　一方で、避難の際限られた出口に人が集中するなど想定外の事態も発生し、
今後の課題についても確認することができました。
　今回の訓練で得られた知見を活かし、不測の事態が発生しても在籍者の命を
守ることができる体制づくりにこれから取り組んでいく所存です。

●感染対策について
感染対策チーム長　山口　央輝

　新型コロナウイルス感染症（COVID-19）対策を始め
てから３年になろうとしている。発生当初、COVID-19 
については感染経路すら明らかとなっておらず、対策も
何をすればよいのか手探りだった時期から、感染対策
を行なってきた。それらの感染対策は全て基本的なも
のではあるものの、多岐にわたる。以下、主なものを列
記する。
　基本的な感染対策 【不織布マスク着用、手洗い（手
指消毒）、ゼロ密を目指す、換気、ソーシャルディス
タンスの確保、黙食、体温体調チェック】を推奨し
ながら、緊急事態・緊急措置宣言下や濃厚接触等に
より登学できない場合の遠隔講義対応を行うと同時
に、環境整備として、クラスター発生場所として可
能性の高い場所における感染対策の施行、手洗い場
でのペーパータオルの設置、出入口の非接触検温器
の設置、各教室へ手指消毒液を設置した。また、近
接する席間や演壇上でのアクリル板設置、ソーシャ
ルディスタンス確保を目的とする座席配置、更衣室

での人数制限等も行なってきた。さらに、感染対策
の啓発として、感染対策ポスター貼付、COVID-19 
の現状についての講義を新入生に行なってきた。
　感染者（疑）への対応としては、当初より相談窓口を
設置し、学生の相談に応じている。直接 COVID-19
に関する事だけではなく、大きく変化した学びの環境変
化によるこころの不安等にも対応できる学生相談室もあ
り、身体的・精神的にも学生へのフォローを行なっている。
　学内での PCR 検査・抗原検査を整備し、濃厚接
触者（疑）や実習前の学生への検査を行なっており、
安心して演習、臨地実習を行なえる環境を確立・維
持している。
　今現在まで学内でのクラスターは発生していない。
このようにクラスターをおこす事なく学生へ学びの
場を提供できているのも、上記のような感染対策の
主旨を理解し、実践してきた学生および教職員の皆
さまのおかげである。あらためて皆さまには感謝の
意を表したい。
　これから先もよめない感染状況に対して、臨機応
変に感染対策を続けていく。今後ともご協力をお願
いしたい。

　８月５日（金）、学友会主催の親睦運動会を行いました。
　８月ということで、企画の段階から熱中症への対策も考
慮しながら、何度もプログラムを考え直し、念願の開催と
なりました。
　当日は、アイスブレイクと障害物競争を体育館で、ビン
ゴ大会は教室で行いました。
最初はチーム同士もぎこちない感じでしたが、ビンゴ大会
が始まる頃には全員楽しそうな表情が見られました。
　まだまだ制限もありますが、学生にとって思い出となる
ようなイベントが開催できたことを嬉しく思います。

学友会親睦運動会

看護学科四年　三田　尚果

　８月６日（土）に、四日市で開催されたSUMMER NIGHT 
RUN の３時間リレーマラソンに出場しました。私自身マラソ
ンイベントに参加するのは初めてであったため、楽しみと不安
とがありましたが、ランサークルのメンバーや先生方と楽しく
襷を繋ぎ、３時間走りきることが出来ました。
　大学最後の夏に学年を超えて交流できたと共に、楽しいメ
ンバーとリレーマラソンに挑戦できていい思い出になりました。

臨床検査学科二年　鈴木　里喜

　僕たち顕微鏡愛好会は今年度新設されたサークルで、主に
臨床検査学科の学生が所属しています。活動はＢ１実習室を
使用して、メンバーのやりたいことを募集し、組織の染色、細
菌の培養や同定、テスト期間には勉強会などを行っています。
　活動回数はまだ少な
いですが、病理学や微生
物学に関して、実習では
できないことや、設備の
操作の練習、気になった
ことを積極的に解消す
るという場として、楽し
く活動していきます。

クラブ紹介 ランサークル 顕微鏡愛好会

●ハラスメント対策について
ハラスメント対策委員　小菅　優子

　本学では、ハラスメント防止・対策に努めるために、本学ホームページやパンフレットへの掲載による啓発
活動や研修等を行っています。
　全教職員を対象とした研修会は、ハラスメント防止の理解を深める内容に焦点を当て実施しています。また、
相談窓口担当者を対象とした研修会は、実例に基づいたロールプレイを取り入れ、傾聴力の向上を図っています。
　今年度の委員会では、相談員の対応の仕方などを取り入れた「相談員マニュアル」の改訂に取り組んできま
した。今後も、ハラスメントのない，ハラスメントに対策が取れる環境を学生・大学院生・教職員に提供でき
るよう努めていきます。
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2021年度 看護学科就職・進路状況（2022年3月卒業者）

※就職希望者数は、卒業生のうち国家試験不合格者、
　就職意志のない者を除く。

就職率
100%

４割が
公務員に！

国家試験合格率

　2021年度卒業生はそれぞれの看護の道に羽ばたいて
いきました。新型コロナウイルスが確認されてから２年、
オンラインでの授業や実習等制限された学生生活の中、
４月から６月までに48％が、10月には88％以上が内定
を得る結果となりました。
　この時期、ゼミ講義、統合実習、国家試験対策等多忙を
極める学生ですが、この流れに乗り遅れないよう、また、
主体的な就職活動ができるよう、本学はアドバイザー教
員を中心に全学的な体制で学生をサポートしています。

◆全体の40％が地方公務員となり、独立法人化さ
れた準公務員なども含めると8割が何らかの公的医療機
関に就職を果たしました。このことからも依然として
公務員や公的な職場への人気の根強さが窺えます。

◆地域別では、地元三重県への就職者数が54％と
なり、今年度も看護職の充足率が全国平均を大きく下
回っている三重県や四日市市からの期待に応えること
ができました。

◆実習先病院には、46％が就職しており、本学の
教育と就職が密接に関わっていることを裏付ける結果
となりました。

●看護師：99.1% （受験者111名/合格者110名）　
●保健師：92.7% （受験者  41名/合格者  38名）
●助産師：１００% （受験者　 8名/合格者　 8名）

卒　業　者 111人
108人
108人
100％

就　職
就職希望者
就職者
就職率

就　職　先都道府県 人数
36
2
4
2
1
1
3
2
1
1
2
3
3

三重県

市立四日市病院
みたき総合病院
三重県立総合医療センター
小山田記念温泉病院
四日市市（保健師）
三重県（保健師）
三重大学医学部附属病院
JA三重厚生連 菰野厚生病院
JA三重厚生連 鈴鹿中央総合病院
JA三重厚生連 松阪中央総合病院
国立病院機構 三重病院
国立病院機構 三重中央医療センター
桑名市総合医療センター

就　職　先都道府県 人数
2
1
2
1
1
1

69
2
1
1
1
2
1
2
6
5
2
2
1
1

三重県

愛知県

鈴鹿回生病院
村瀬病院
済生会松阪総合病院
済生会明和病院
伊勢赤十字病院
名張市立病院
　　　三重県　集計
JA愛知厚生連 海南病院
津島市民病院
JA愛知厚生連 豊田厚生病院
刈谷豊田総合病院
一宮西病院
小牧市民病院
大同病院
名古屋市立大学病院
日本赤十字社愛知医療センター 名古屋第一病院
日本赤十字社愛知医療センター 名古屋第二病院
名古屋掖済会病院
名古屋市立大学医学部附属 東部医療センター
名古屋共立病院

就　職　先都道府県 人数
1
2

30
1
1
1
3
1
1
1
1
1
1
2
1
1
1
1

108

愛知県

岐阜県

静岡県

長野県

東京都

大阪府

京都府

藤田医科大学病院
藤田医科大学病院 岡崎医療センター
　　　愛知県　集計
岐阜大学医学部附属病院
大垣市民病院
聖十字病院
　　　岐阜県　集計
聖隷福祉事業団保険事業部（保健師）
　　　静岡県　集計 
東京医科歯科大学病院
　　　東京都　集計 
関西医科大学附属病院
大阪赤十字病院
　　　大阪府　集計 
京都第二赤十字病院
　　　京都府　集計 
大町市（保健師）
　　　長野県　集計

　　　合　計

　今年度のオープンキャンパスは、６月12日（日）、７月23日
（土）、８月８日（月）に行われました。今年も学科ごとに定員を
設け、事前予約制とし、感染症対策が徹底される中での開催
となりました。
　当日は、両学科の会場ともに学長の挨拶から始まり、四日
市市健康福祉部次長から本学の支援制度などをお話しいただ
き、入試広報室より大学の概要や入試の説明を行いました。
その後、模擬講義や実習体験、個別相談へ自由に参加してい
ただきました。個別相談や先輩と話そうのコーナーでは、入試、
奨学金についてだけではなく、実際の学生生活などを熱心に質問する参加者でにぎわっていました。
　参加された方からは「先生や先輩がとても丁寧に優しく教えてくれた」「看護師や臨床検査技師についてより理解を
深めることができた」という声が聞かれました。
　オープンキャンパスを通じて本学の魅力を感じていただき、今後の進路や目標を決めるきっかけになればと思います。

　令和４年度の暁高校との高大連携事業は、３年生１５名（看護医療コース選択者＋希望者）が７月６日に来校して
大学講座体験を実施しました。看護学科では、『大人と新生児の違いを知る！』と題して、聴診器を使って新生児の呼吸・
心拍を測定し、自身の測定値と比較したり、授乳や抱っこなど新生児の日常生活支援を体験。臨床検査学科では、超
音波検査、がん細胞観察、血液型検査など、さまざまな臨床検査技師の仕事を体験していただきました。
　参加された生徒の皆さんは体験中、大学の教員や在学生に指導を受け、緊張しながらも、楽しそうに学ばれていました。
　この高大連携事業では、高校生の方に大学での学びを経験することを通じて、看護医療系の学びを深め、進路選択
の幅を広げる機会となることを目的としています。暁高校から本学あるいは医療系養成校進学への意識向上につなが
るよう、今後も高大連携事業を推進していきたいと考えます。

高 大 連 携 に  つ  い  て

◀▶ 大学院修了生が専門看護師試験に合格しました。 ◀▶

　令和4年10月に行われた急性・重症患者看護専門看護師試験にて、大学院専門看護師コース（急性・重症患者看護）を
令和３年度に修了した辻内友恵さんが合格いたしました。
　現在、辻内さんはいなべ総合病院のＨＣＵ（高度治療室）で勤務されており、本学で学んだ知識を大いに活用して現場に
還元されることを期待します。
　さらに、勤務先にとどまらず、地域の急性期看護のレベルアップに貢献していただければと思っております。
　本学大学院からは辻内さん合わせて7名の専門看護師が誕生しています。
　この度は誠におめでとうございました。



四日市看護医療大学学報 No.16

10 11

四日市看護医療大学  看護学科
2021年度（2022年3月）卒業生 就職・進路状況

2021年度 看護学科就職・進路状況（2022年3月卒業者）

※就職希望者数は、卒業生のうち国家試験不合格者、
　就職意志のない者を除く。

就職率
100%

４割が
公務員に！

国家試験合格率

　2021年度卒業生はそれぞれの看護の道に羽ばたいて
いきました。新型コロナウイルスが確認されてから２年、
オンラインでの授業や実習等制限された学生生活の中、
４月から６月までに48％が、10月には88％以上が内定
を得る結果となりました。
　この時期、ゼミ講義、統合実習、国家試験対策等多忙を
極める学生ですが、この流れに乗り遅れないよう、また、
主体的な就職活動ができるよう、本学はアドバイザー教
員を中心に全学的な体制で学生をサポートしています。

◆全体の40％が地方公務員となり、独立法人化さ
れた準公務員なども含めると8割が何らかの公的医療機
関に就職を果たしました。このことからも依然として
公務員や公的な職場への人気の根強さが窺えます。

◆地域別では、地元三重県への就職者数が54％と
なり、今年度も看護職の充足率が全国平均を大きく下
回っている三重県や四日市市からの期待に応えること
ができました。

◆実習先病院には、46％が就職しており、本学の
教育と就職が密接に関わっていることを裏付ける結果
となりました。

●看護師：99.1% （受験者111名/合格者110名）　
●保健師：92.7% （受験者  41名/合格者  38名）
●助産師：１００% （受験者　 8名/合格者　 8名）

卒　業　者 111人
108人
108人
100％

就　職
就職希望者
就職者
就職率

就　職　先都道府県 人数
36
2
4
2
1
1
3
2
1
1
2
3
3

三重県

市立四日市病院
みたき総合病院
三重県立総合医療センター
小山田記念温泉病院
四日市市（保健師）
三重県（保健師）
三重大学医学部附属病院
JA三重厚生連 菰野厚生病院
JA三重厚生連 鈴鹿中央総合病院
JA三重厚生連 松阪中央総合病院
国立病院機構 三重病院
国立病院機構 三重中央医療センター
桑名市総合医療センター

就　職　先都道府県 人数
2
1
2
1
1
1

69
2
1
1
1
2
1
2
6
5
2
2
1
1

三重県

愛知県

鈴鹿回生病院
村瀬病院
済生会松阪総合病院
済生会明和病院
伊勢赤十字病院
名張市立病院
　　　三重県　集計
JA愛知厚生連 海南病院
津島市民病院
JA愛知厚生連 豊田厚生病院
刈谷豊田総合病院
一宮西病院
小牧市民病院
大同病院
名古屋市立大学病院
日本赤十字社愛知医療センター 名古屋第一病院
日本赤十字社愛知医療センター 名古屋第二病院
名古屋掖済会病院
名古屋市立大学医学部附属 東部医療センター
名古屋共立病院

就　職　先都道府県 人数
1
2

30
1
1
1
3
1
1
1
1
1
1
2
1
1
1
1

108

愛知県

岐阜県

静岡県

長野県

東京都

大阪府

京都府

藤田医科大学病院
藤田医科大学病院 岡崎医療センター
　　　愛知県　集計
岐阜大学医学部附属病院
大垣市民病院
聖十字病院
　　　岐阜県　集計
聖隷福祉事業団保険事業部（保健師）
　　　静岡県　集計 
東京医科歯科大学病院
　　　東京都　集計 
関西医科大学附属病院
大阪赤十字病院
　　　大阪府　集計 
京都第二赤十字病院
　　　京都府　集計 
大町市（保健師）
　　　長野県　集計

　　　合　計

　今年度のオープンキャンパスは、６月12日（日）、７月23日
（土）、８月８日（月）に行われました。今年も学科ごとに定員を
設け、事前予約制とし、感染症対策が徹底される中での開催
となりました。
　当日は、両学科の会場ともに学長の挨拶から始まり、四日
市市健康福祉部次長から本学の支援制度などをお話しいただ
き、入試広報室より大学の概要や入試の説明を行いました。
その後、模擬講義や実習体験、個別相談へ自由に参加してい
ただきました。個別相談や先輩と話そうのコーナーでは、入試、
奨学金についてだけではなく、実際の学生生活などを熱心に質問する参加者でにぎわっていました。
　参加された方からは「先生や先輩がとても丁寧に優しく教えてくれた」「看護師や臨床検査技師についてより理解を
深めることができた」という声が聞かれました。
　オープンキャンパスを通じて本学の魅力を感じていただき、今後の進路や目標を決めるきっかけになればと思います。

　令和４年度の暁高校との高大連携事業は、３年生１５名（看護医療コース選択者＋希望者）が７月６日に来校して
大学講座体験を実施しました。看護学科では、『大人と新生児の違いを知る！』と題して、聴診器を使って新生児の呼吸・
心拍を測定し、自身の測定値と比較したり、授乳や抱っこなど新生児の日常生活支援を体験。臨床検査学科では、超
音波検査、がん細胞観察、血液型検査など、さまざまな臨床検査技師の仕事を体験していただきました。
　参加された生徒の皆さんは体験中、大学の教員や在学生に指導を受け、緊張しながらも、楽しそうに学ばれていました。
　この高大連携事業では、高校生の方に大学での学びを経験することを通じて、看護医療系の学びを深め、進路選択
の幅を広げる機会となることを目的としています。暁高校から本学あるいは医療系養成校進学への意識向上につなが
るよう、今後も高大連携事業を推進していきたいと考えます。

高 大 連 携 に  つ  い  て

◀▶ 大学院修了生が専門看護師試験に合格しました。 ◀▶

　令和4年10月に行われた急性・重症患者看護専門看護師試験にて、大学院専門看護師コース（急性・重症患者看護）を
令和３年度に修了した辻内友恵さんが合格いたしました。
　現在、辻内さんはいなべ総合病院のＨＣＵ（高度治療室）で勤務されており、本学で学んだ知識を大いに活用して現場に
還元されることを期待します。
　さらに、勤務先にとどまらず、地域の急性期看護のレベルアップに貢献していただければと思っております。
　本学大学院からは辻内さん合わせて7名の専門看護師が誕生しています。
　この度は誠におめでとうございました。
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学科長対談

　７月１３日（水）、宮﨑德子奨学金および長江拓子奨学金授与式を行いました。
　宮﨑德子先生は開学以来学科長、学長補佐な
ど数多くの役職を歴任されるなど、本学の発展
にご尽力いただいており、長江拓子先生は本学
で教鞭をとられた後、顧問としてお力添えをい
ただきました。両先生から頂戴した寄付金を基
に創設されたこれらの奨学金は、本学の学生が
より一層学習意欲を高め、看護専門職業人とな
る人材の育成に資することを目的としています。
　学業成績、本学および社会への貢献などから
審査し、看護学科４年生４名、３年生３名、２
年生１名の計８名の学生が奨学生として選出さ
れました。
　授与式では、柴田学長から賞状と奨学金が授与
され、宮﨑先生から激励のお言葉を頂戴しました。
奨学生の方々の、さらなる活躍を期待します。

令和４年度 
宮﨑德子奨学金・長江拓子奨学金授与式

令和５年３月１１日（土）１０時
＊都ホテル四日市において挙行する予定です＊

令和４年度  学位記授与式

学校法人暁学園創立75周年
　暁学園は令和３年６月20日に創立75周年を迎えました。幾多の苦難を乗り越え、
今日、学園があるのは、６万人を超える卒業生、ご家族の皆様、関係者、四日市市、三
重県、地域の皆様のご支援の賜物に他なりません。学園教職員一同、深甚なる感謝を
申し上げます。
　学園の歴史は、終戦の翌年に宗村佐信初代理事長が開設した県下初の私立女子高
等教育機関「暁女子専門学校」から始まります。初代理事長の下、学園網領「人間たれ」
を掲げ、わずか４年間で幼稚園から短期大学までが揃う総合学園の地歩を固めまし
た。宗村南男第三代理事長の時代には、中高一貫校の発足、高校の共学制復活、四日
市大学と四日市看護医療大学の開学など、さらなる発展を遂げました。
　学園教職員一同は、100周年を見据えながら、学園創立者の願いに立脚し、学園の
総力を結集して普遍的使命を果たし続けていく決意を新たにしております。今後と
も末永くご支援を賜りますようお願い申し上げます。

司会　本日はよろしくお願いいたします。
　　　まずはお互い自己紹介をお願いできますでしょうか。
二村　はい。看護学科学科長の二村良子と申します。
　　　専門は母性看護学、助産学です。
高崎　臨床検査学科学科長、高崎昭彦と申します。臨床生化

学を専門にしております。
司会　それでは両学科それぞれの特徴をお聞かせください。
二村　看護学科は、看護師、保健師、助産師を目指す学生が、

4学年全体で400名程度在席しています。出身地別に申
し上げると三重県内の方が70パーセントぐらい。愛知
県が20パーセント、その他が10パーセント程度となっ
ています。
学修面については、さまざまな学外実習が特徴的だと
思っております。第一に市立四日市病院など大規模な総
合病院で実習を行っている点です。また、産業看護にも
力を入れていますので、企業での実習についても十分な
体制が整っています。昨今注目されている在宅医療の分
野においても、包括ケアシステムの整った市内各施設で
実習を行っています。
学内では研究セミナーや研究演習、各領域の演習にお
いて小グループでの学びをできるだけ多く取り入れるよ
うにしており、学生間での話し合いを軸に互いに刺激し
合って知識や技術の習得を深めていることが一つの特
徴だと思っております。学生にはこのような臨地実習・
研究演習を通して、主体的に学ぶ力を身につけ、専門職
である看護職の基礎を形成しながら学びを深めてもら
いたいです。

また、学生の相談窓口のひとつとしてアドバイザー制度
を設けており、一人ひとりに対してきめ細やかなサポー
トをするように心がけています。
さらに本学は、四日市市と協力し育成会奨学金（各学年
30名）を設けています。学費の負担を少なくすることで
勉学に専念できるとてもいいシステムだと考えております。

高崎　しっかりとサポートされているのですね。
私たち臨床検査学科は3年前に新設されました。臨床
検査技師を養成する学校は他にも多くありますが、本学
は東海地方では初めての文部科学省指定校としてス
タートしました。特徴として、まずカリキュラムが臨床検
査技師資格取得に向けて特化した科目を設定している
こと、また、教員・教育の質の部分でも一定のハードル
をクリアしなければ指定校として認められることはあり
ません。指定校としてのメリットとして、どの学生も2カ所
の施設で臨地実習を受けることができ、視野を広げるこ
とに繋がっています。
さらに、様々な資格取得や知識の修得を目指し、幅広い
分野を学べるようなカリキュラムとしています。
また、これも東海地方の大学として初めて「細胞検査士」
資格を在学中に取得することができるコースを設けまし
た。その他にも、「健康食品管理士」や「バイオ技術認定
試験」などさまざまな資格取得を積極的に支援していま
す。
そして、2学科であることの特性を活かして看護学科の
先生にもご協力いただき、看護や介助技術を学べるよう
にしています。これは私自身、医療現場で従事していた

看護学科 学科長　二村　良子（右）

臨床検査学科 学科長　高崎　昭彦（左）

宗村佐信初代理事長


